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　　　　　　　鵜
 
鵜とはマジでなんなんだという生き物だ。そもそも一文字である。う。「う」じ

ゃねえよと絶対に思ってしまう。思わないとしてもかなりなめられているような

心地になる「鵜」。一文字の生物として「蚊」というものがあるが、こちらには

あまり怒りが沸かない。「蚊」は「か」が似合っている。あの我々の肉眼では点に

しか見えない生き物、それが一文字で「か」というのはどう考えたって合点がいく

からだ。その点「鵜」はひどい。あんなにちゃんと造形がある生物が一文字の訳が

ない、なめている。よしんば「う」というひらがなのフォルムがどことなく丸みを

帯びて実際に「鵜」の姿に近いように見えなくもないが、漢字がいけない。「鵜」

。無駄に難解。この「弟」と「鳥」の取り合わせという現代アート丸出しの構成が

最悪。「う」のあほらしさに対して「鵜」は奇をてらいすぎている。絶対殺す。

　ところで「鵜」という生き物に対する大抵の人のイメージはやはり「鵜飼い」か

らくると思う。あれ何やってんだかよく分からないと思うが、要は「鵜の首にひも

をつけて喉につまったアユを吐かせてポケモンゲットだぜ」ということである。地

獄か。完全に「鵜」が一文字で我々をなめているツケがまわってきたとしか思えな

いこの責め苦。不思議とこの「アユを吐く」というイメージから「うっ」と吐いて

しまう時の感じが重なって初めて「鵜」が「う」として成立するような感じもしな

いでもないから怖い。

　私は想像する「鵜」が強めの新聞であることを。強めの新聞は何もかもが強くて

文字の羅列まさに羅列の特に「羅」の感じが前面に出ていて「烈」とかにその後

は「羅烈」とかになってしまいそうな強めの新聞そのことが、鵜という生き物の

線対称に属し簡単なことかもしれないとひとつ思ったが最後

 

 

 

 

宇宙



 

 

時にあなた、菌ちゃんの火葬大将に出たごどあぶ？




































































